
            

                              

 

 

  ひとりの利用者と車で旅に出て、運転しながらフーテンの寅さんのことが

頭に浮かんだ。寅さんはまわりの人に心配をかけながら生きている。そして

逆にまわりの人たちに頼られ、心のよりどころであったりする。長い間何の

便りもせずにふらっと家にもどる。わざと家の前を素通りし、見つけてもら

う。目の前に現れた女性に恋をし、そして破れて旅に出る。そういうことを

繰り返しながら生きている。 

 そんなことを思いながら、いっしょにいる利用者のことを考えた。寅さん

と同じじゃないか。この人もそうやって生きていくのだろう。私たちはこの

人をどうしようとしているのだろうか。嫌なことがあっても我慢して、約束

したことはきちんと守って、他人に迷惑をかけない。そんな人になって欲し

い、それが支援だなどと考えていないか。 

 そのことを私は否定しない。それもあっていい。だけどそれだけではだめ

なのだ。修験道の考え方にケとハレがある。ケは日常生活。日常の生活を続

けていると行き詰る。必ず行き詰る。その時ハレが必要になる。私たちはお

そらくそれほど意識せずにハレをやっている。酒を飲む、旅行に行く、おし

ゃべりをする・・・。どこかで行き詰った日常をなんとかして生活している。 

 しかし利用者の人たちはそんなことはできない。自分自身の生きにくさを

抱えながら、日常の生活の中でもがき悩んでいる。私たちがこれは問題だ、

大変なことだと捉えている利用者の行動、状態が、ひょっとしたらその人の

ハレではないか。制限された生活の中でできる精一杯のハレではないか。ケ

のあり方、ハレのあり方は一人ひとりみんな違うのだろう。 

 私は利用者の人を何とかしようとだんだん思わなくなってきた。大事なこ

とは私たちの視線ではなく、利用者本人の視線で物事を捉え考え、つきあい

続けていくことだ。決まったことを、決まった時間でただやることは、「生き

にくさを抱えた人たち」への支援には決してならない。私たち支援者は、利

用者の人を、人格を持った一人の人として承認し、そのうえで職員、支援者

としてどうしなければならないのかを常に考えなければならない。それが私

たちの仕事なのだ。私がそのことで今持っている感覚は「今日も一日過ぎた」、

歳をとり一生が終わりを迎える時に「自分の人生まんざらでもない」、そうい

う感覚を利用者の人が持てたらということだ。そしてその中身が豊かである

かどうかは、私たち職員一人ひとりが利用者へどういう思いで、どれだけか

かわっているかによる。それが、職員が利用者の人生に対して持たなければ

ならない責任なのだ。 

 知識、経験にとらわれないようにしよう。利用者本人の視線を大事にしよ

う。利用者といっしょに生きよう。私たちがやっていることは、まだ何の結

論も出ていない。 
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夏旅行 in 群馬 
 

平成２８年６月８日～１０日の２泊３日、利用者４名と職員２名で群

馬に行ってきました。 

１日目は、遊園地で乗り物に乗って、それからお昼を取りました。遊

園地の乗り物では、最初に乗り物に乗るまで緊張した面持ちでしたが、

次第に緊張が解けて、楽しめていたと思います。 

２日目はさくらんぼ狩りでお腹を膨らませました。さくらんぼ狩り

は、今回の旅行の注目イベントでした。頬いっぱいにしながら、夢中で

さくらんぼを堪能していました。 

３日目はサファリパークで動物たちと戯れて無事に帰ってきました。

最終日ということで疲れも心配されましたが、動物の姿に一同興奮して

いました。特に、ライオンの檻では、立ち止まって興味深そうに、檻を

覗いていました。 

紆余曲折ありましたが、３日間とも天候に恵まれ、楽しく過ごせたと

思います。 
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「6月にちなんで虫歯ことを調べてみました。」 

虫歯はれっきとした病気だそうです。 

人間は、歯を失っても歯を使い食事形態を工夫しながら何とか生きながらえることが出

来ます。しかし、自然界の動物たちは、歯を失うことは死を意味しています。いかに歯が

重要なことか。 

では、虫歯という病気の原因は何か？ 

それは、虫歯菌（ミュータンス菌）の存在なのです。ミュータンス菌が口の中に存在

し、大好物の糖類をえさに増殖し、その代謝物として出した酸によって歯が溶かされま

す。虫歯は、ミュータンス菌の化学反応といえます。 

知っていましたか？ 生まれたばかりの赤ちゃんの口の中には、ミュータンス菌がいな

いことを。赤ちゃんに接する人たちの唾液を介して感染するそうです。1 歳半から 2 歳半

の間は、ミュータンス菌に感染しやすい最初の時期。食べ物の噛み与えや箸の共有は避け

るべきですね。その後、6 歳・12 歳前後も感染しやすい時期。奥歯が生える時期だからだ

そうです。 

 

自宅で出来る虫歯予防について 

 

① ミュータンス菌が増える時間、寝る前の歯磨きが一番大事 

寝ているときは、虫歯菌が活発になり唾液量も減るため、食べ残しがあると格好の餌

食。 

② 歯磨き粉の量を多めに、すすぎは少な目に。 

現在の歯磨き粉の多くは、フッ素が含まれている。出来るだけ口の中にフッ素を残す

ためだそうです。 

③ デンタルフロスの習慣 

虫歯や歯周病予防に歯ブラシの前にフロスを使用することがで、磨き残しを 20％減ら

すことが出来る。 

④ 1 日 3 度の健康的な食事 

間食のたびに飴や糖分の入った飲み物を口にしていると、歯が溶け続け虫歯になりま

す。 

⑤ キシリト－ルの活用 

キシリトールが虫歯を防ぐ理由は、虫歯の原因にならない。虫歯の発生、進行を防

ぐ。ミュータンス菌の活動を弱める 

知っていましたか？ 

虫歯は放っておくと頭痛を引き起こす。虫歯は、治療せずに放置しておくと、歯のかみ

合わせが悪化したり、それより緊張型頭痛・顎関節症・脳静脈血栓症を引き起こしてしま

う必要があります。 

 

医療担当から豆知識 
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平成２８年度「かりいほ茶」のお知らせ 

平成２８年度のかりいほ茶が完成いたしました。 

 冬から春への気候は例年に比べ安定していました。暖かくなるのも早く、桜の

開花も早い年でした。寒の戻りで遅霜が心配されましたが、その心配も取り越し

苦労となり、これと言った被害もなく茶摘みの時期を迎えました。 

今年は去年よりさらに多くの茶摘みボランティアさんに参加していただきまし

た。総勢約１５０名！なかなか新芽が揃わず、摘みにくい所もありましたが、去

年の教訓を生かし、新芽がまだみるいうちから早め早めに摘み始めました。収量

は例年より減りましたが、多くの方に支えられて、無事に摘みきることが出来ま

した。 

 今年の煎茶は「山の産声（やまのうぶこえ）」、茎茶を「露香（つゆか）」と

名付けました。今年茶摘みをしていると茶樹の間に鳥の巣があり、卵がありまし

た。青くきれいな卵でした。茶摘みが終わる頃には卵から雛が孵り、いつの間に

か巣立っていました。自然豊かなかりいほの茶園ならではの光景でした。冬を越

え春を迎えて、出てくる新芽は産声を上げるように勢いよく芽吹きました。かり

いほ茶もさらに大きく巣立ち、はばたいて欲しいという思いから名づけました。 

 かりいほ茶をご愛飲頂き、ありがとうございます。今後とも「かりいほのお茶

作り」を応援くださいますよう、よろしくお願いいたします。

。 
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